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資
料
付

中

勝

山

目

次

ハ
E
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
農
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
〈

I
の
事
件

l
l中
山
註
）
ニ
関
シ
願
書

ヲ
執
筆
シ
或
ハ
暴
動
ニ
附
従
為
シ
タ
ル
ユ
付
処
分
方
ノ

件

ハ
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

ハ
ニ
〉
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
番
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解

題

〈
I
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
農
阿
部
清
太

郎
発
意
－
－
テ
岡
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治
四
年
水

災
ユ
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘

引
シ
為
メ
エ
各
郡
材
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ユ
付
処
刑
方
ノ

件

ハ
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

。
一
〉
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
：
：
：

：
・
以
上
第
一
回
本
号
掲
載

。
ニ
〉
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
番
：
：
：
：
：
：
以
下

次
号

（
E
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
良
清
野
弥

代
次
外
九
名
田
畑
改
正
ユ
テ
難
渋
ニ
付
歎
願
ス
可
ク
多

人
数
寄
合
遂
ユ
大
里
正
山
口
村
小
坂
石
平
外
二
名
宅
へ

押
懸
家
財
打
砕
叉
ハ
焼
捨
乱
暴
及
ヒ
ジ
ユ
付
処
刑
方
ノ

件

〈
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
H
〈
中
山
〉



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

2

0
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

〈
三
〉
清
野
弥
代
次
外
八
名
口
供
番

〈
N
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉

村
新
三
外
七
名
貫
米
十
分
一
納
額
出
可
ク
多
人
数
寄
合

遂
ニ
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
外
二
名
宅
へ
押
懸

ケ
家
財
打
砕
又
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ユ
付
処
刑
方
且
新
三
ハ

悶
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
ニ
依
リ
死
一
等
ヲ
減

ス
可
キ
ヤ
ノ
件

（
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

。
一
〉
明
治
五
年
六
月
日
欠
お
よ
び
同
年
九
月
二
十

四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺

。
ニ
〉
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
番

（V
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
食
塩
見
虎
三

郎
外
四
名
近
郷
村
々
動
揺
ヲ
間
同
断
出
願
ス
可
ク
寄
合

出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
ニ
関
セ
サ
ル

ニ
依
リ
無
罪
タ
ル
可
キ
ヤ
ノ
件

（
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

2

0
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

2
5
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
書

解

題

こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
明
治
四
年
十
一
月
か
ら
同
年
十
二

月
に
か
け
て
岡
山
県
下
の
磐
梨
（
十
二
月
一
日
〉
、
赤
坂
ハ
十
一

月
二
十
八
日
〉
、
津
高
〈
十
二
月
三
日
〉
、
上
道
ハ
十
二
月
三
日
）

の
諸
郡
に
お
い
て
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
悪
田
畑
改
正
に
反
対
す
る

農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
農
民
騒
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
、
細
川
広
世

編
『
明
治
政
覧
』
〈
明
治
十
八
年
〉
、
千
種
尋
常
高
等
小
学
校
『
太

田
吉
岡
村
誌
』
ふ
大
正
十
三
年
〉
、
木
村
靖
二
『
日
本
農
民
議

史
』
〈
昭
和
五
年
〉
、
岡
尋
『
赤
磐
郡
銘
鑑
』
ハ
昭
和
二
十
八
年
）
、

『
金
川
町
史
』
ハ
昭
和
三
十
二
年
マ
青
木
恵
一
郎
『
日
本
農
民

運
動
史
』
第
二
巻
（
昭
和
三
十
三
年
〉
、
『
岡
山
県
の
歴
史
』
ハ
昭

和
三
十
七
年
〉
、
谷
口
澄
夫
『
岡
山
藩
政
史
の
研
究
』
ハ
昭
和
三

十
九
年
〉
、
青
木
虹
二
「
明
治
農
民
騒
擾
年
表
」
（
昭
和
四
十
二

お
〉
、
『
岡
山
県
政
史
』
親
．
瀧
糊
（
昭
和
四
十
二
句
、
有
元

正
雄
『
地
祖
改
正
と
農
民
闘
争
』
ハ
昭
和
四
十
三
年
〉
、
『
岡
山

市
史
』
社
会
編
ハ
昭
和
四
十
＝
？
品
川
ア
谷
口
澄
夫
『
岡
山
県
の
歴

史
』
県
史
シ
リ
ー
ズ
お
（
昭
和
四
十
五
年
〉
、
岡
山
大
学
教
育
学

部
社
会
科
教
室
内
地
域
研
究
会
『
一
宮
町
の
歴
史
と
現
代
』
地
域
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研
究
第
M
集
〈
昭
和
四
十
五
句
、
片
山
峯
吉
編
『
馬
屋
下
村
史
』

ハ
昭
和
四
十
六
年
〉
、
『
岡
山
県
政
百
年
の
歩
み
』
ハ
昭
和
四
十

六
』
む
》
、
岡
崎
誠
編
『
上
道
町
史
』
ハ
昭
和
四
十
八
年
叫
〉
『
岡
山
県

警
察
史
』
上
巻
ハ
昭
和
五
十
一
句
、
蓬
郷
巌
『
岡
山
の
県
政
史
』

岡
山
文
庫

ω
ハ
昭
和
五
十
一
年
ア
柴
田
一
・
朝
森
要
『
郷
土
史

事
典
・
岡
山
県
』
〈
昭
和
五
十
五
年
〉
、
仙
田
実
『
和
気
の
歴
史
』

ハ
昭
和
五
十
五
年
）
、
太
田
健
一
「
明
治
四
年
岡
山
務
悪
田
畑
改

正
の
考
察
」
（
昭
和
五
十
八
句
、
『
赤
坂
町
誌
』
（
昭
和
五
十

九
年
〉
、
『
和
気
郡
史
』
通
史
編
・
下
巻
・

I
（
昭
和
五
十
九

句
、
『
瀬
戸
町
誌
』
ハ
昭
和
六
十
句
、
『
岡
山
県
史
』
第
十

巻
・
近
代

I
〈
昭
和
六
十
句
、
『
御
津
町
史
』
〉
昭
和
六
十
句
、

『
山
陽
町
史
』
ハ
昭
和
六
十
一
年
〉
柴
田
一
・
太
田
健
一
『
岡
山

県
の
百
年
』
県
民
間
年
史
・
お
（
昭
和
六
十
一
年
）
な
ど
に
そ
の

概
況
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄
編
『
明
治
初

年
農
民
騒
擾
録
』
ハ
昭
和
六
年
叫
、
長
光
徳
和
編
『
備
前
・
備
中
・

美
作
百
姓
一
撲
史
料
』
第
五
巻
（
昭
和
五
十
三
年
〉
な
ど
に
は
、

関
係
資
料
が
復
刻
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。
騒
援
の
概
要
は
、
こ
れ

ら
の
文
献
に
よ
っ
て
、
一
応
の
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
上
記
文
献
の
騒
援
に
関
す
る
記
述
の
内
容
は
、
き
わ
め

て
簡
単
で
あ
り
、
ま
た
、
復
刻
さ
れ
た
資
料
に
は
、
騒
療
関
係
者

の
中
の
死
刑
を
ふ
く
む
重
罪
犯
に
対
す
る
刑
事
処
分
を
最
終
的
に

決
定
し
た
司
法
省
の
資
料
が
全
く
見
当
ら
な
い
た
め
、
騒
擾
の
司

法
的
処
理
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
未
だ
聞
明
な
ら
ざ
る
部
分
が
多

、。
と
こ
ろ
が
、
私
は
数
年
前
、
こ
れ
ら
騒
擾
の
重
罪
犯
に
対
す
る

処
分
を
め
ぐ
っ
て
岡
山
県
と
司
法
省
と
の
聞
に
取
り
交
わ
さ
れ
た

記
録
が
、
法
務
省
法
務
図
書
館
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
o
そ
の
文
書
は
、
『
岡
山
県
議
一

ι同
道
す
る
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
、
明
治
五
年
六
月
ハ
日
欠
〉
、
岡
山
県
が
司
法
省
に

提
出
し
た
「
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人

御
仕
置
伺
書
」
、
「
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
外

七
人
御
住
置
伺
番
」
、
「
備
前
園
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
百
姓
清
野

弥
代
次
外
九
人
御
仕
置
伺
寄
」
、
「
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内

山
条
百
姓
吉
村
新
三
外
七
人
御
仕
置
伺
番
」
、
「
備
前
図
上
道
郡

百
枝
月
村
百
姓
塩
見
虎
三
郎
外
四
人
御
仕
置
伺
番
」
お
よ
び
同
年

九
月
二
十
四
日
、
岡
県
が
司
法
省
に
提
出
し
た
「
備
前
国
津
高
郡

河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
御
仕
置
伺
書
」
と
そ
れ
ら
六
件

に
対
す
る
周
年
十
月
二
十
四
日
付
の
司
法
省
指
令
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
そ
の
文
書
に
は
関
係
者
が
岡
山
県
に
提
出
し
た
口
供
番
す
な

わ
ち
自
白
調
書
が
添
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
騒
擾
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

に
関
す
る
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
そ
の
全
文
を
復
刻
、
紹
介
す
る

所
以
で
あ
る
。
以
下
、
各
資
料
に
つ
い
て
簡
単
な
解
題
を
附
し
て

お
く
。な
お
、
こ
れ
ら
の
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
の
経
過
の
詳
細
等

に
つ
い
て
は
、
近
く
発
表
予
定
の
拙
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。

ー
磐
梨
郡
田
原
下
村
阿
部
清
太
郎

外
七
人
処
刑
伺

ハ
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
文
書
の
冒
頭
に
「
壬

申
十
月
廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
指
令
の
日

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
司
法
省
指
令
は
、
当
時
頒
布
さ
れ
て
い

た
新
律
綱
領
の
条
項
に
よ
ら
ず
に
、
新
律
綱
領
の
改
正
草
案
と
し

て
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
新
律
条
例
心
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
新
律
条
例
第
百
六
十
五
条
（
賊
盗
律
・
兇
徒
梁
衆
附

例
〉
の
「
凡
多
衆
ヲ
豪
メ
テ
訟
ヲ
構
へ
官
ユ
強
逼
ス
ト
難
モ
良
民

ヲ
擾
害
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
者
首
ハ
流
三
等
従
ハ
一
等
ヲ
減
ス
従
ニ

シ
テ
情
軽
キ
者
ハ
又
一
等
ヲ
減
ス
」
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
司
法
省
は
、
阿
部
に
つ
い
て
は
、
「
強
訴
横
逼
ノ
類
ト
同
シ

カ
ラ
ス
」
と
し
て
、
法
定
刑
よ
り
一
等
を
減
じ
て
「
徒
三
年
」
と

し
、
近
藤
（
嘉
〉
お
よ
び
尾
関
に
つ
い
て
は
、
阿
部
の
「
従
タ
ル

ヲ
以
テ
又
一
等
ヲ
減
シ
」
て
「
徒
二
年
半
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、

新
律
綱
領
・
名
例
律
下
・
加
減
罪
例
の
中
に
「
減
ト
称
ス
ル
者

ハ
。
本
罪
上
ニ
就
テ
減
軽
ス
。
仮
令
ハ

O
i－
－
－
徒
三
年
ハ
。
徒
二

年
半
ュ
坐
ス
ル
ノ
類
。
惟
二
死
三
流
ハ
。
各
一
減
ト
為
ス
。
仮
令

ハ
O
i－
－
流
罪
ヲ
犯
ス
－
－
。
一
等
ヲ
減
ス
レ
ハ
。
徒
三
年
－
一
坐
ス

ル
ノ
類
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
近
藤
（
義
〉
外
三
名
に

つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
百
六
十
二
条
〈
同
前
〉
の
中
の
「
附
和

随
行
シ
場
－
一
在
テ
勢
ヲ
助
ク
ル
者
ハ
：
：
：
違
令
－
一
関
ヒ
軽
重
ヲ
分

チ
瞭
罪
ス
ル
コ
ト
ヲ
聴
ス
」
を
適
用
し
て
「
服
罪
金
三
両
ッ
、
」

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条

の
中
に
「
凡
令
ニ
違
フ
ニ
。
重
キ
者
ハ
。
答
四
十
」
と
あ
り
、
新

律
綱
領
・
般
罪
収
股
例
図
に
よ
れ
ば
、
「
答
四
十
」
の
服
罪
金
は

コ
ニ
両
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
司
法
省
の
指
令
は
、
阿

部
、
近
藤
〈
嘉
〉
、
尾
関
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
の
求
刑
よ
り
も

格
段
と
軽
く
、
近
藤
（
義
〉
、
太
田
、
阿
部
ハ
亀
〉
、
藤
原
に
つ

い
て
は
、
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者
に

対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た
も

の
で
あ
っ
た
（
「
県
治
紀
事
・
騒
擾
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
岡
山

県
史
料
』
四
十
三
〉
。
な
お
、
刑
の
宣
告
日
に
つ
い
て
は
、
近
藤

（
嘉
）
の
明
治
五
年
十
二
月
十
日
（
長
光
徳
和
編
・
前
掲
『
備
前
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・
備
中
・
美
作
百
姓
一
挟
史
料
』
一
九
二
三
頁
〉
以
外
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
県
治
紀
事
・
騒
援
」
は
、
近
藤
（
嘉
）
お

よ
び
尾
関
を
「
徒
三
年
半
」
と
し
、
「
藤
原
品
蔵
」
を
「
藤
井
品

蔵
」
と
し
て
い
る
が
、
誤
記
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
書

に
は
、
「
三
輪
田
」
、
「
蒋
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
、
「
松

岡
」
、
「
江
藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省
官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
三
輪
田
は
九
等
出
仕
三
輪
聞
元
綱
、
燃
は
少
判
事
勝

信
緑
、
青
木
は
中
判
事
青
木
信
寅
、
松
本
は
権
大
判
事
松
本
暢
、

松
岡
は
十
等
出
仕
松
岡
守
信
、
江
藤
は
卿
江
藤
新
平
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

〈
二
）
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
伺
奮
は
、
宛
名
を
欠
く
が
、
岡
山
県
よ
り
司
法
省
へ
の
処

刑
伺
で
あ
る
。
な
お
、
岡
山
県
伺
は
、
「
不
届
之
至
ニ
付
」
あ
る

い
は
「
不
届
ニ
付
」
と
す
る
の
み
で
、
と
く
に
準
拠
法
令
を
明
示

し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
関
係
者
に
適
用
す
べ
き
法
条
を
新
律

綱
領
の
中
に
み
い
だ
し
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

会
一
〉
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
ハ
阿
部
、
近
藤
（
嘉
〉
、
尾
関
〉
お
よ

び
周
年
三
月
二
十
四
日
ハ
近
藤
ハ
義
）
、
太
田
、
阿
部
〈
亀
〉
、

藤
原
、
田
村
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の

断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

被
告
側
の
記
録
で
あ
り
、
現
在
ま
で
に
復
刻
さ
れ
た
資
料
に
は
み

え
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
す
れ
ば
、
八
名
の
被
告
が
騒

援
の
中
で
果
し
た
各
自
の
役
割
が
明
ら
か
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
騒
動
の
全
体
像
の
解
明
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

E
磐
梨
郡
松
木
村
黒
田
小
太
郎
外
七
人
処
刑
伺

〈
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
指
令
書
の
冒
頭
に

「
壬
申
十
月
廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
、
指

令
の
日
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
司
法
省
指
令
は
、
前
述
の

I

ハ
一
〉
と
同
様
に
新
律
条
例
第
百
六
十
五
条
に
準
拠
し
た
も
の
で

あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
黒
田
に
つ
い
て
は
、
「
村
市
ヲ
段
壊

シ
良
民
ヲ
疲
害
ス
ル
ノ
情
無
シ
」
と
事
実
認
定
の
う
え
、
新
律
条

例
第
百
六
十
五
条
の
中
の
「
従
ニ
シ
テ
情
軽
キ
者
ハ
叉
一
等
ヲ
減

ス
」
を
適
用
し
て
、
「
徒
二
年
半
」
を
量
定
し
、
こ
れ
に
、
囚
監

中
の
明
治
五
年
五
月
二
日
の
脱
欧
、
越
獄
の
罪
が
加
等
さ
れ
、
新

律
綱
領
・
捕
亡
律
・
獄
図
脱
監
及
反
獄
逃
走
条
の
中
の
「
凡
罪
ヲ

犯
シ
。
囚
禁
セ
ラ
レ
テ
。
脱
監
。
及
ヒ
越
獄
シ
テ
。
逃
走
ス
ル
者
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
鑑
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
（
中
山
）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

ハ
。
各
本
罪
上
－
－
。
二
等
ヲ
加
へ
。
罪
。
流
三
等
ニ
止
ル
」
に
よ

り
、
「
本
罪
」
た
る
「
徒
二
年
半
」
に
二
等
を
加
え
「
准
流
五
年
」

と
し
た
も
の
で
あ
対
近
藤
に
つ
い
て
は
、
－
（
一
）
で
述
べ
た

近
藤
ハ
義
〉
外
三
名
と
同
様
の
手
続
に
よ
り
、
違
令
軽
（
新
律
条

例
第
百
六
十
二
条
〉
｜
↓
答
三
十
（
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令

条
〉
｜
↓
蹟
罪
金
二
両
一
分
（
新
律
綱
領
・
般
罪
収
股
例
図
〉
と

し
た
か
、
新
律
条
例
を
適
用
せ
ず
直
接
に
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・

違
令
条
お
よ
び
同
・
蹟
罪
収
瞭
例
図
を
適
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
。
本
近
に
つ
い
て
は
、
徴
罪
と
認
定
し
、
新
律
条
例
第

二
百
九
十
一
条
〈
雑
犯
律
・
違
令
附
例
〉
の
「
凡
式
ニ
違
フ
者
ハ

答
二
十
軽
キ
者
ハ
一
等
ヲ
減
ス
其
所
犯
極
テ
軽
ク
答
－
一
及
サ
ル
者

ハ
事
情
ヲ
酌
量
シ
テ
拘
留
阿
賀
ニ
処
シ
以
テ
権
衡
ヲ
別
ツ
」
お
よ

び
新
律
条
例
第
一
条
（
名
例
律
・
五
刑
附
例
〉
の
「
凡
犯
罪
極
テ

軽
ク
答
－
一
及
ハ
サ
ル
者
ハ
止
タ
阿
責
シ
テ
放
免
ス
」
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
る
う
。
田
淵
に
つ
い
て
は
、

I
（
一
）
で
述
べ
た
近
藤

（
義
）
外
三
名
と
同
じ
手
続
で
量
刑
し
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
省

の
指
令
は
、
黒
田
に
つ
い
て
は
、
脱
監
、
越
獄
の
罪
を
加
等
し
で

も
岡
山
県
の
求
刑
よ
り
軽
い
が
、
近
藤
、
本
近
、
田
淵
に
つ
い
て

は
、
無
罪
が
有
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者

に
対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た

も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
擾
」
〉
が
、
そ
れ
が
い

つ
宣
告
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
指
令
書
に

も
、
「
勝
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
「
松
岡
」
、
「
江
藤
」
、

「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
ら
れ
る
が
、

I
〈
一
）
で
述
べ
た
と
同

様
の
司
法
省
官
員
の
そ
れ
で
あ
る
。

（
二
〉
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
伺
書
も
宛
名
を
欠
く
が
、
岡
山
県
よ
り
司
法
省
へ
の
処
刑

伺
で
あ
り
、
ま
た
、
と
く
に
準
拠
法
令
を
明
示
し
て
い
な
い
。

。
ニ
〉
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
〈
黒
田
）
、
同
年
三
月
二
十
四
日
（
近

藤
、
小
引
、
畑
、
畑
（
嘉
）
、
観
設
、
本
近
、
田
淵
）
お
よ
び
同

年
五
月
四
日
（
黒
回
目
脱
監
、
越
獄
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
の
お

こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調

書
で
あ
る
。
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E
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
清
野
弥
代
次

外
九
人
処
刑
伺

（
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
冒
頭
に
「
壬
申
十
月



廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
律
条
例
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
お
い
て
、

I

C
〉
お
よ
び

E
〈
一
〉
と
同
様
で

あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
清
野
（
弥
〉
に
つ
い
て
は
、
兇
徒
豪

衆
罪
に
よ
ら
ず
、
新
律
条
例
第
二
百
九
十
条
（
雑
犯
律
・
違
令
附

例
〉
の
中
の
「
凡
制
ニ
違
フ
者
ハ
杖
一
百
」
お
よ
び
新
律
条
例
第

二
条
〈
名
例
律
・
五
刑
附
例
〉
の
中
の
「
凡
犯
罪
答
杖
ニ
該
ル
者

ハ
一
体
ニ
打
決
ヲ
廃
シ
答
杖
一
等
毎
ト
ニ
日
数
十
日
ニ
折
シ
：
：
：

懲
役
目
一
換
フ
：
：
：
杖
：
：
：
一
百
懲
役
百
日
」
を
適
用
し
た
か
、

そ
れ
と
も
、
新
律
条
例
第
二
百
九
十
条
お
よ
び
明
治
五
年
四
月

（
日
欠
〉
・
太
政
官
第
百
十
三
号
布
告
を
も
っ
て
頒
布
さ
れ
た
懲

役
法
を
適
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
田
中
に
つ
い
て

は
、
新
律
綱
領
・
罵
晋
律
・
罵
本
属
長
官
条
の
中
の
「
本
属
ノ
・
：

：
・
奏
任
長
官
ヲ
馬
ル
者
ハ
杖
九
十
：
：
：
其
長
官
。
及
ヒ
本
属
国
一
非

ル
者
ハ
。
各
二
等
ヲ
減
ス
」
に
よ
っ
て
「
杖
七
十
」
を
選
択
し
、

こ
れ
に
、
護
送
中
に
逃
走
し
た
罪
が
加
等
さ
れ
、
新
律
条
例
第
三

百
条
（
捕
亡
律
・
獄
囚
脱
濫
及
反
獄
逃
走
附
例
）
の
中
の
「
脱
艦

及
ヒ
越
獄
シ
テ
逃
走
ス
ル
者
ハ
律
ニ
依
リ
加
等
罪
ヲ
科
ス
ル
」
お

よ
び
新
律
綱
領
・
捕
亡
律
・
獄
囚
脱
監
及
反
獄
逃
走
条
の
中
の

「
脱
監
。
及
ヒ
越
獄
シ
テ
。
逃
走
ス
ル
者
ハ
。
各
本
罪
上
－
一
。
ニ

等
ヲ
加
」
に
よ
り
、
本
罪
た
る
「
杖
七
十
」
に
二
等
を
加
え
「
杖

九
十
」
と
し
た
う
え
で
、
前
述
の
懲
役
法
も
し
く
は
新
律
条
例
第

二
条
の
中
の
「
杖
：
：
：
九
十
懲
役
九
十
日
」
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
る
う
。
花
房
（
林
〉
外
四
名
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
百
六

十
二
条
の
中
の
「
附
和
随
行
シ
場
ニ
在
テ
勢
ヲ
助
ク
ル
者
ハ
：
：

違
令
－
一
間
ヒ
軽
重
ヲ
分
チ
般
罪
ス
ル
コ
ト
ヲ
聴
ス
」
お
よ
び
新
律

綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条
の
中
の
「
令
－
一
違
フ
－
一
。
重
キ
者
ハ
。

答
四
十
。
軽
キ
者
ハ
。
一
等
ヲ
減
ス
」
を
適
用
し
て
、
「
般
罪
金

二
両
壱
分
」
と
し
た
の
で
あ
る
う
。
こ
れ
は
、
新
律
綱
領
・
服
罪

収
般
例
図
に
よ
れ
ば
、
「
答
三
十
」
の
服
罪
金
は
「
二
両
壱
分
」

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
司
法
省
の
指
令
は
、
清
野
ハ
弥
〉
、

田
中
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
の
求
刑
よ
り
も
格
段
と
軽
い
も
の
で

あ
る
が
、
花
房
（
林
〉
外
四
名
に
つ
い
て
は
、
無
罪
で
あ
っ
た
も

の
が
、
徴
罪
と
は
い
え
有
罪
と
さ
れ
、
か
え
っ
て
重
く
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者
に
対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法

省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
県
治

紀
事
・
騒
擾
」
）
。
刑
の
宣
告
日
に
つ
い
て
は
、
田
中
は
不
明
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
九
名
は
、
明
治
五
年
十
一
月
十
日
で
あ
る

（
長
光
・
前
掲
『
備
前
・
備
中
・
美
作
百
姓
一
挟
史
料
』
一
九
二

七
頁
〉
。
ち
な
み
に
、
こ
の
指
令
番
に
も
、
「
購
」
、
「
青
木
」
、

「
松
本
」
、
「
松
岡
」
、
「
江
藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

I
（
一
〉
で
述
べ
た
よ
う
に
指
令
の
起

案
に
関
係
し
た
司
法
省
の
官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

( 141) 

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
鑑
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
（
中
山
〉



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

。
一
〉
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

E
C
一
〉
の
解
題
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
三
〉
清
野
弥
代
次
外
八
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
〈
清
野
〈
弥
〉
〉
、
同
年
三
月
二
十
八

日
ハ
花
一
男
（
林
〉
、
清
野
（
代
〉
、
近
見
、
花
房
〈
岩
〉
、
花
房

（
長
〉
、
清
野
（
豊
〉
、
長
瀬
、
清
野
ハ
理
〉
〉
に
関
係
者
が
、

裁
判
の
お
こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た

自
白
の
調
書
で
あ
る
。

N
津
高
郡
河
内
村
吉
村
新
三
外
七
人
処
刑
伺

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
も
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
冒
頭
に
「
壬
申
十
月

中
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
律
条
例
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
、
「
豚
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
、
「
松
岡
」
、
「
江

藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
え
る
こ
と
な
ど
の
点
は
、
前
出

の
可
法
省
指
令
と
同
一
で
あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
吉
村
ハ
新
〉

に
つ
い
て
は
、
兇
徒
豪
衆
罪
を
適
用
せ
ず
、
新
律
条
例
第
二
百
九

十
条
の
中
の
「
制
ニ
違
フ
者
ハ
杖
一
百
」
を
適
用
し
、
こ
れ
に
、

囚
監
中
に
同
囚
の
脱
獄
を
通
報
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
新
律
条
例

第
三
百
一
条
の
中
の
「
反
獄
ノ
情
ヲ
知
テ
首
報
ス
ル
者
斬
経
以
下

各
本
罪
一
等
ヲ
減
ス
」
を
適
用
し
、
本
罪
た
る
「
杖
一
百
」
か
ら

一
等
を
減
じ
て
「
杖
九
十
」
と
し
、
さ
ら
に
、
懲
役
法
も
し
く
は

新
律
条
例
第
二
条
に
よ
り
「
懲
役
九
十
日
」
と
し
た
も
の
で
あ
る

う
。
竹
谷
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
二
百
九
十
条
を
適
用
し
た

も
の
で
あ
る
。
吉
村
〈
林
〉
外
四
名
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第

百
六
十
二
条
お
よ
び
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条
を
適
用
し
、

「
答
三
十
」
を
量
刑
し
、
さ
ら
に
、
新
律
綱
領
・
般
罪
収
瞭
例
図

に
よ
り
「
服
罪
金
二
両
一
分
ッ
、
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

司
法
省
の
指
令
は
、
吉
村
〈
新
）
、
竹
谷
に
つ
い
て
は
、
岡
山

県
の
求
刑
よ
り
も
格
段
と
軽
い
も
の
で
あ
る
が
、
吉
村
（
林
〉
外

四
名
に
つ
い
て
は
、
無
罪
で
あ
っ
た
も
の
が
、
徴
罪
と
は
い
え
、

有
罪
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者
に
対
す
る
判

決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た
も
の
で
あ
っ

た
（
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
嬢
」
〉
が
、
そ
れ
が
、
い
つ
関
係
者

に
宣
告
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
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。
一
〉
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
お
よ
び
同
年
九
月
二
十

四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺

六
月
の
処
刑
伺
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

E
（
二
〉
の
解
題
を
参

照
さ
れ
た
い
。
九
月
二
十
四
日
の
処
刑
伺
は
、
六
月
の
処
刑
伺
で



一
度
「
絞
罪
」
と
量
刑
さ
れ
た
吉
村
新
三
が
、
六
月
二
十
三
日
、

同
じ
く
囚
監
中
の
賀
陽
郡
板
倉
村
の
守
屋
喜
右
衛
門
外
の
脱
獄
を

通
報
し
た
た
め
、
減
刑
す
る
こ
と
と
な
り
、
司
法
省
へ
提
出
さ
れ

た
も
の
で
襲
。

。
ニ
〉
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
（
吉
村
（
新
〉
、
竹
谷
〉
、
同
年
三
月

二
十
五
日
（
吉
村
（
林
〉
、
寺
門
（
石
〉
、
逢
坂
、
江
見
）
、
同

年
四
月
三
日
〈
寺
門
〈
久
〉
、
岸
田
〉
、
同
年
七
月
二
日
（
吉
村

〈
新
〉
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
の
お
こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄

係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調
書
で
あ
る
。

v
上
道
郡
百
枝
月
村
塩
見
虎
三
郎
外
四
人
処
刑
伺

〈
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
も
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
冒
頭
に
「
壬
巾
十
月

廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
律
条
例
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
、
「
勝
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
、
「
松
岡
」
、
「
江

藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
え
る
こ
と
な
ど
の
点
は
、
前
出

の
司
法
省
指
令
と
同
一
で
あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
塩
見
ハ
虎
〉

に
つ
い
て
は
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
不
応
為
条
の
「
凡
律
令
ニ

正
条
ナ
シ
ト
難
モ
。
情
理
－
一
於
テ
。
為
ス
ヲ
得
応
カ
ラ
サ
ル
ノ
事

ヲ
為
ス
：
：
：
事
理
重
キ
者
ハ
。
杖
七
十
」
を
適
用
し
、
「
杖
七
十
」

を
選
択
し
た
う
え
で
、
「
情
側
諒
ス
ヘ
キ
」
も
の
が
あ
る
と
認
定

し
、
新
律
綱
領
・
膿
罪
収
瞭
例
図
に
よ
り
、
「
杖
七
十
」
の
服
罪

金
「
五
両
一
分
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
宅
、
塩
見
（
美
〉
に

つ
い
て
は
、
塩
見
（
虎
）
の
従
犯
と
し
て
一
等
を
減
じ
、
「
杖
六

十
」
と
し
た
う
え
で
、
「
杖
六
十
」
の
服
罪
金
「
四
両
二
分
」
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
久
保
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
百
六
十
四

条
（
賊
盗
律
・
兇
徒
環
衆
附
例
〉
の
「
其
余
塘
屋
ヲ
毅
ツ
者
ハ
不

応
為
重
－
一
間
フ
」
を
適
用
し
、
さ
ら
に
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・

不
応
為
条
に
よ
り
「
杖
七
十
」
を
選
択
し
た
う
え
で
、
新
律
条
例

第
二
条
（
名
例
律
・
五
刑
附
例
〉
の
中
の
「
凡
犯
罪
答
杖
ニ
該
ル

者
ハ
一
体
ニ
打
決
ヲ
廃
シ
答
杖
一
等
毎
ト
ニ
日
数
十
日
－
一
折
シ

：
：
：
懲
役
ユ
換
フ
：
：
：
杖
：
：
：
七
十
懲
役
七
十
日
」
を
適
用
し

た
か
、
そ
れ
と
も
、
「
杖
七
十
」
を
選
択
し
た
う
え
で
、
前
述
の

懲
役
法
を
適
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
三
木
に
つ
い
て

は
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
不
応
為
条
を
適
用
し
、
「
杖
七
十
」

を
選
択
し
、
こ
れ
を
懲
役
法
に
よ
り
「
懲
役
七
十
日
」
と
読
み
換

え
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
省
の
指
令
は
、
塩
見
（
虎
〉
、
三
宅
、

塩
見
〈
美
〉
、
久
保
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
の
求
刑
が
無
罪
で
あ

っ
た
も
の
が
、
有
罪
と
さ
れ
重
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岡
山

県
の
関
係
者
に
対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
良
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
H
ハ
中
山
〉



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
H
ハ
中
山
）

ま
遵
守
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
擾
」
）
が
、

そ
れ
が
、
い
つ
関
係
者
に
宣
告
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
）
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

E
（
二
〉
の
解
題
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
三
）
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
番

明
治
五
年
五
月
十
四
日
〈
塩
見
〈
虎
〉
、
三
宅
、
塩
見
（
美
〉
、

久
保
〉
、
同
年
六
月
四
日
（
三
木
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
の
お
こ

な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調
書

で
あ
る
。

〔註〕（
1
〉

ハ
2
〉

ハ
3
〉

細
川
広
世
編
『
明
治
政
覧
』
ハ
明
治
十
八
年
）
三
六
三
頁
。

千
種
尋
常
高
等
小
学
校
『
太
田
吉
岡
村
誌
』
（
大
正
十
三
年
〉

ニ
O
七
｜
ニ

O
八
頁
。

木
村
蛸
ニ
『
日
本
農
民
争
闘
史
』

二
一
頁
。

岡
尋
『
赤
磐
郡
銘
鑑
』

頁。

ハ
昭
和
五
年
）
一
ニ
ニ

O
l三

ハ
4
〉

（
昭
和
二
十
八
年
〉
二
ハ
ニ

l
一
六
四

（

5
〉

ハ
6
〉

『
金
川
町
史
』
ハ
昭
和
三
十
二
年
）
二
ハ
五
ー
一
六
六
頁
。

青
木
恵
－
郎
『
日
本
農
民
運
動
史
』
第
二
巻
（
昭
和
三
十
三

年
）
二
五
頁
。

『
岡
山
県
の
歴
史
』
ハ
昭
和
三
十
七
年
〉
五
一
一
一

l
五
二
ニ
頁
。

谷
口
澄
夫
『
岡
山
藩
政
史
の
研
究
』
ハ
昭
和
三
十
九
年
〉
七
五

三
l
七
五
五
頁
。

背
木
虹
二
「
明
治
農
民
騒
擾
年
表
」
『
明
治
農
民
騒
援
の
年
次

的
研
究
』
（
昭
和
四
十
二
年
〉
三
四
l
三
五
頁
。

〈
叩
）
『
岡
山
県
政
史
』
獄
．
献
錨
（
昭
和
四
十
二
年
〉
二
八
｜
三

O
頁。

ハ
日
〉
有
元
正
雄
『
地
祖
改
正
と
農
民
闘
争
』
（
昭
和
四
十
三
年
）
四

八一

l
四
八
五
頁
。

『
岡
山
市
史
』
社
会
編
『
昭
和
四
十
三
年
〉
一
二
五
頁
。

谷
口
澄
夫
『
岡
山
県
の
歴
史
』
県
史
シ
リ
ー
ズ
お
（
昭
和
四
十

五
年
〉
一
五
五
ー
一
五
八
頁
。

岡
山
大
学
教
育
学
部
社
会
科
教
室
内
地
域
研
究
会
『
一
宮
町
の

歴
史
と
現
代
』
地
域
研
究
第
M
集
（
昭
和
四
十
五
年
〉
一
五
三

l
一
五
四
頁
。

片
山
峯
吉
絹
『
馬
屋
下
村
史
』
ハ
昭
和
四
十
六
年
〉
三
六

O
l

三
六
四
頁
。
本
部
に
は
、
発
行
年
月
日
の
記
械
が
な
い
が
、
本

書
の
「
は
し
が
き
」
に
「
昭
和
四
十
六
年
二
月
」
と
記
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
一
応
同
年
の
発
行
と
仮
定
す

る。

ハ
7
）

ハ
8
〉

ハ
9
〉
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〈ロ〉
ハ

mv

〈

U
〉

（日〉



（時）

〈

口

〉

『
岡
山
県
政
百
年
の
歩
み
』

頁。岡
崎
誠
編
『
上
道
町
史
』
（
昭
和
四
十
八
年
〉
二
五
八

l
二
六

三
頁
。
『
岡
山
県
警
察
史
』
上
巻
（
昭
和
五
十
一
年
〉
九
九
三

l
九
九

八
頁
。

蓬
郷
巌
『
岡
山
の
県
政
史
』
岡
山
文
庫
印
〈
昭
和
五
十
一
年
〉

ニ
六
頁
。

柴
田
一
・
朝
森
要
『
郷
土
史
事
典
・
岡
山
県
』
（
昭
和
五
十
五

年
〉
一
七
一

l
一
七
二
頁
。

仙
田
実
『
和
気
の
歴
史
』
ハ
昭
和
五
十
五
年
）
二
三
一
｜
二
一
二

三
頁
。

太
田
健
一
「
明
治
四
年
岡
山
藩
悪
田
畑
改
正
の
一
考
室
谷
口

澄
夫
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
縞
『
歴
史
と
風
土
』
ハ
昭
和
五
十

八
年
〉
二
一
四

l
－
二
六
頁
。

『
赤
坂
町
誌
』
〈
昭
和
五
十
九
年
〉
二
八
四

l
二
八
九
頁
。

『
和
気
郡
史
』
通
史
編
・
下
巻
I
（
昭
和
五
十
九
年
〉
三
七
｜

四
二
頁
。

『
瀬
戸
町
誌
』
〈
昭
和
六
十
年
〉
四
七
六
｜
四
七
七
頁
。

『
岡
山
県
史
』
第
十
巻
・
近
代
l
〈
昭
和
六
十
年
〉
四
三
｜
四

七
頁
。
『
御
津
町
史
』
〈
昭
和
六
十
年
〉
四
二
一

l
四
二
四
頁
。

『
山
陽
町
史
』
〈
昭
和
六
十
一
年
〉
五
四
七

l
五
五
四
頁
。

（
昭
和
四
十
六
年
〉
二
一
ー
－

ハ胞）
〈四〉

（却〉
ハ幻）

（忽〉
（お〉

〈
倒
的
〉

〈お）
〈お〉

（

幻

）

〈

沼

〉

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
優
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉 ハ却〉

柴
田
一
・
太
田
健
－
『
岡
山
県
の
百
年
』
県
民
削
年
史
・
お

ハ
昭
和
六
十
一
年
）
五
三
！
五
七
頁
。

土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄
編
『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
』
（
昭
和

六
年
〉
三
二
九

l
三
三
六
頁
。

長
光
徳
和
編
『
備
前
・
備
中
・
美
作
百
姓
一
摸
史
料
』
第
五
巻

（
昭
和
五
十
三
年
〉
一
八
九
五

l
一
九
六

O
頁。

法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
岡
山
県
暴
動
一
件
』
o
こ
の
文
書
に

は
、
明
治
五
年
・
第
一
号
・
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下

村
良
阿
部
清
太
郎
発
意
品
テ
岡
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治

四
年
水
災
－
－
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘

引
シ
為
メ
ユ
各
郡
村
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ニ
付
処
刑
方
ノ
件
、
同

・
第
二
号
・
岡
山
県
伺
備
前
回
磐
梨
郡
松
木
村
良
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
〈
第
一
号
l
！
中
山
註
〉
回
一
関
シ
願
書
ヲ
執
筆
シ

或
ハ
暴
動
ユ
附
従
為
ジ
タ
ル
ニ
付
処
分
方
ノ
件
、
同
・
第
三
号

・
岡
山
県
伺
備
前
回
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
農
清
野
弥
代
次
外
九

名
田
畑
改
正
ユ
テ
難
渋
－
－
付
歎
願
ス
可
ク
多
人
数
寄
合
遂
司
一
大

星
正
山
口
村
小
坂
石
平
外
二
名
宅
へ
押
懸
家
財
打
砕
叉
ハ
焼
捨

乱
暴
及
ヒ
h
y

－
－
付
処
刑
方
ノ
件
、
同
・
第
四
号
・
岡
山
県
伺
備

前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉
村
新
三
外
七
名
貢
米
十
分

一
納
額
出
可
ク
多
人
数
寄
合
遂
－
一
同
郡
辛
呑
村
里
正
中
山
民
四

郎
外
二
名
宅
へ
押
懸
ケ
家
財
打
砕
叉
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ユ
付
処
刑

方
且
新
三
ハ
同
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
ニ
依
リ
死
一
等

ヲ
減
ス
可
キ
ヤ
ノ
件
、
同
・
第
五
号
・
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
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（
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
（
中
山
〉

（お〉

郡
百
枝
月
村
良
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
近
郷
村
々
動
揺
ヲ
聞
同
断

出
願
ス
可
タ
寄
合
出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
F

一

関
セ
サ
ル
ニ
依
リ
無
罪
タ
ル
可
キ
ヤ
ノ
件
お
よ
び
明
治
六
年
・

第
一
号
・
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
田
地
子
村
鹿
田
原
小
四
郎

外
十
七
名
東
常
五
郎
発
言
－
－
同
意
シ
同
郡
中
田
村
新
百
姓
ヲ
降

参
セ
シ
ム
可
ク
申
称
多
人
数
－
一
テ
岡
村
居
宅
乱
暴
放
火
セ
シ
ユ

付
処
刑
方
ノ
件
の
六
件
の
農
民
騒
擾
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
中
の
最
後
の
一
件
は
、
原
田
伴
彦
・
上
杉
聡
編
『
近

代
部
落
史
資
料
集
成
』
第
三
巻
・
「
解
放
令
」
反
対
一
摸
（
昭

和
六
十
年
）
三
八
九
！
四

O
九
頁
に
全
文
が
復
刻
、
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

新
律
条
例
を
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
藤
田
弘
道
氏
に
よ
れ
ば
、
新

律
条
例
に
は
、
第
一
次
草
案
（
明
治
五
年
八
月
奏
進
〉
再
校
草

案
〈
同
年
十
月
十
三
日
進
呈
）
、
改
正
静
香
案
（
同
年
十
一
月

二
十
八
日
再
進
呈
〉
、
最
終
案
ハ
翌
六
年
三
月
九
日
以
降
）
の

四
種
類
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
藤
田
弘
道
「
『
公
文
録
』
所
蛾

『
新
律
条
例
』
考
」
手
塚
盛
編
著
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』

I
・
昭
和
五
十
六
年
・
一
六
八
頁
〉
が
、
司
法
省
が
量
刑
に
利

用
し
た
も
の
は
、
後
述
の
ご
と
く
、
二
死
三
流
一
減
法
ハ
新
律

綱
領
・
名
例
律
下
・
加
減
罪
例
条
）
を
適
用
し
、
流
三
等
ハ
流

刑
は
、
一
等
、
ニ
等
、
三
等
の
三
段
階
に
分
か
れ
、
＝
一
等
が
一

番
重
刑
と
さ
れ
て
い
た
｜
｜
新
棒
綱
領
・
名
例
律
上
・
五
刑
条

）
か
ら
一
等
を
減
じ
徒
三
年
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

三
流
一
時
慨
を
三
減
に
改
め
る
規
定
の
存
在
し
な
い
第
一
次
草
案

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
一
次
草
案
は
、
藤
田
弘
道

「
足
柄
裁
判
所
旧
蔵
『
新
律
条
例
』
考
会
了
完
〉
｜
｜
改
定

律
例
の
草
案
と
覚
し
き
文
由
に
つ
い
て
｜
｜
」
『
法
学
研
究
』

第
四
十
六
巻
三
号
（
昭
和
四
十
八
年
》
七
四

l
九
九
頁
に
全
文

が
、
復
刻
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
も
、
そ
れ
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
以
下
に
お
い
て
も
、
と
く
に
こ
と
わ
り

の
な
い
か
ぎ
り
、
新
捧
条
例
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

ハ
引
制
〉
『
明
治
六
年
一
月
・
袖
珍
官
員
録
』
・
一
八
一
葉
表
、
一
人
ニ

葉
裏
、
一
八
五
葉
表
裏
、
一
九
七
葉
裏
。

ハ
お
）
な
れ
ば
こ
そ
、
司
法
省
は
、
未
だ
草
案
の
段
階
に
あ
っ
た
新
律

条
例
に
準
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

新
律
綱
領
・
名
例
律
上
・
五
刑
条
お
よ
び
同
・
名
例
律
下
・
加

減
罪
例
条
に
よ
れ
ば
、
「
徒
二
年
半
」
に
二
等
を
加
等
す
れ
ば
、

「
流
一
等
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
十
一
月
十
七

日
・
太
政
官
違
を
も
っ
て
頒
布
さ
れ
た
準
流
法
に
よ
っ
て
、

「
流
一
等
」
を
「
碓
流
五
年
」
と
し
た
か
、
新
律
条
例
第
七
条

ハ
名
例
樟
・
五
刑
附
例
〉
の
中
の
「
凡
流
刑
地
方
未
タ
定
ラ
サ

レ
ハ
姑
タ
流
刑
ヲ
停
メ
五
徒
ノ
外
別
－
一
流
法
ヲ
設
ケ
獄
則
－
一
照

シ
懲
役
－
－
服
γ
限
満
テ
原
籍
－
－
還
ス
流
一
等
准
流
五
年
」

を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

「
県
治
紀
事
補
遺
・
処
刑
－
国
立
公
文
書
館
蔵
『
岡
山
県
史

料
』
四
十
四
の
中
の
「
明
治
五
年
中
処
型
に
は
、
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十
一
月
十
日
磐
梨
郡
松
木
村
良

唯

流

五

年

黒

田

小

太

郎
三
十
三
歳

右
者
去
辛
未
年
十
一
月
二
十
五
日
夕
磐
梨
郡
村
々
百
姓
共

多
人
数
同
郡
大
井
札
白

r宮
へ
寄
集
候
節
罷
越
引
免
舵
肢

脅
相
認
其
後
呼
出
ジ
侯
節
信
行
中
ト
偽
リ
諸
所
へ
潜
伏
罷

在
中
此
度
ノ
事
件
発
頭
人
無
之
叉
ハ
歎
願
之
越
御
沙
汰
有

之
迄
一
人
モ
他
行
不
相
成
或
ハ
貰
米
十
分
一
ニ
相
成
内
迄

飽
迄
愁
訴
可
致
旨
相
認
同
郡
原
村
へ
相
廻
シ
同
十
二
月
朔

日
同
郡
村
々
百
姓
共
多
人
数
動
揺
之
節
相
交
り
不
居
申
始

末
不
持
品
付
入
牢
取
調
中
相
牢
ノ
者
示
談
－
一
同
意
当
五
月

二
日
夕
破
牢
致
侯
段
重
々
不
届
至
極
－
一
付
処
之

と
あ
る
の
で
、
明
治
五
年
十
一
月
十
目
前
後
に
判
決
の
言
渡
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
前
掲
・
長
光
徳
和
編
『
備

前
・
備
中
・
美
作
・
百
姓
一
撰
史
料
』
第
五
巻
・
一
九

O
六
頁

に
は
、
「
岡
山
県
治
紀
事
」
よ
り
同
一
の
資
料
が
復
刻
さ
れ
て

い
る
が
、
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
媛
」
に
は
、
こ
の
資
料
が
み

え
な
い
。
他
の
記
事
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
み
え
る
と
こ

ろ
か
ら
、
同
番
の
編
者
は
、
「
県
治
記
事
」
と
「
県
治
紀
事
補

遺
」
を
混
同
し
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ハ
犯
〉
守
屋
喜
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
県
治
紀
事
補
遺
・
処

型
の
中
の
「
明
治
五
年
中
処
刑
」
に
、
次
の
ご
と
く
み
え
て

い
る
。
十
一
月
十
八
日
備
中
国
賀
陽
郡
板
倉
村
良

斬

罪

守

屋

喜

右

衛

門

二
十
八
歳

右
者
昨
未
年
三
月
中
命
荷
－
一
於
テ
窃
盗
相
働
候
－
－
付
元
岡

山
帯
へ
捕
入
答
申
付
候
上
ハ
吃
改
心
可
致
ノ
処
無
其
議
尚

当
正
月
以
来
小
田
県
下
叉
ハ
当
管
内
－
－
於
テ
一
人
立
窃
盗

相
働
就
中
当
管
下
津
高
郡
横
尾
村
出
生
恭
蔵
其
外
同
類
申

合
小
田
県
下
井
当
管
内
所
々
農
家
へ
押
入
白
刃
ヲ
以
テ
却

シ
亭
主
叉
ハ
家
族
ヲ
縛
シ
衣
類
金
子
共
数
多
奪
取
剰
へ
入

牢
中
破
牢
ノ
示
談
－
一
同
意
致
ス
始
末
不
屈
至
極
－
一
付
処
之

（
羽
〉
吉
村
に
よ
る
守
屋
等
の
脱
獄
計
画
の
通
報
が
六
月
二
十
三
日
と

す
れ
ば
、
六
月
ハ
日
欠
〉
の
伺
留
は
、
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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前
註
（
1
〉
漢
字
は
、
現
代
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合

字
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
も
普
通
の
も
の
に
改
め
た
。

〈

2
）
（
〉
内
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記
で
あ
る
。

（

I
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
農
阿
部
清
太
郎

発
意
ニ
テ
同
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治
四
年
水
災

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
〈
中
山
〉

ニ
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘
引

シ
為
メ
ユ
各
都
村
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ニ
付
処
刑
方
ノ
件

（一一〉

（
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令
〉

［
三
輪
田
］

賊
盗
律
兇
徒
豪
衆
条
例

多
衆
ヲ
豪
メ
訟
ヲ
構
へ
官
－
一
抗
ス
ト
難
モ
良
民
ヲ
擾
害
ス
ル

ユ
至
ラ
ザ
ル
者
ハ
流
三
等
清
太
郎
カ
素
志
ヲ
原
ヌ
ル
ユ
水
害

窮
乏
－
一
迫
リ
賑
貸
ヲ
歎
願
ス
ル
ニ
在
り
故
ニ
衆
力
ヲ
以
テ
官

許
ヲ
要
セ

γ
ト
欲
ス
レ
ト
モ
大
里
正
ノ
説
諭
ヲ
受
ケ
退
ク
畢

覚
強
訴
横
逼
ノ
類
ト
同
シ
カ
ラ
ス
因
テ
一
等
ヲ
減
シ

徒

三

年

阿

部

清

太

郎

向
上
ノ
従
タ
ル
ヲ
以
テ
又
一
等
ヲ
減
シ

徒

二

年

半

近

藤

嘉

十

郎

尾

関

馬

吉

素
ヨ
リ
徒
党
－
一
与
ス
ル
－
一
意
ナ
ク
威
逼
－
一
随
ヒ
犯
情
ヲ
岡
村

－
一
波
及
ス
ル
者
違
令
重
キ
答
四
十

股
罪
金
三
両
ッ
、
近
藤
義
三
郎

太

田

亀

吉

犯
情
ヲ
知
リ
衆
ヲ
褒
ル
ノ
回
文
ヲ
作
ル
者
違
令
之
重
答
四
十

賦
罪
金
三
両
宛

原部

｜｜ 
藤阿

品亀

蔵吉

同葬通

田

村

伊

平

次

両
国
同
町
田
町

同州一

｜豚｜
〈
二
〉

（
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
〉

拘
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人
御
仕
置
伺
書

岡

山

県

(148) 

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人
吟
味
仕
候
処

左
之
通

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

阿

部

清

太

郎
申
六
十
六
歳

右
阿
部
清
太
郎
義
村
方
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
同
尾
関
馬
台
江
出
訴
歎

願
之
義
申
談
倶
々
自
村
井
他
村
之
者
共
相
誘
ひ
又
ハ
廻
文
等
為
認

村
々
江
相
廻
し
去
辛
来
年
十
一
月
廿
五
日
夕
村
々
之
者
多
人
数
磐

梨
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
出
張
之
村
役
人
江
歎
願
書
差
出
し
候

節
罷
越
し
同
十
二
月
朔
日
同
郡
村
々
之
者
共
一
時
ュ
動
揺
致
し
同



郡
大
里
正
田
原
下
村
松
本
彦
太
郎
同
郡
原
村
里
正
万
代
登
与
次
右

両
人
居
宅
多
人
数
之
者
乱
暴
致
侯
節
清
太
郎
義
者
相
交
り
不
居
申

候
得
共
初
度
発
意
ニ
而
多
人
数
相
褒
メ
候
処
よ
里
村
々
人
気
立
再

発
暴
動
ユ
お
よ
ひ
侯
始
末
不
屈
之
至
ユ
付
絞
罪
可
申
附
哉

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

近

藤

嘉

十

郎申
四
十
歳

右
近
藤
嘉
十
郎
義
村
方
百
姓
尾
関
馬
吉
倶
々
村
方
百
姓
阿
部
清
太

郎
ニ
同
意
致
し
出
訴
歎
願
之
裁
申
談
他
村
之
者
迄
相
誘
ひ
又
ハ
廻

文
為
認
村
々
江
相
廻
し
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
夕
村
々
之
者
多

人
数
磐
梨
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
出
張
之
村
役
人
江
歎
願
書
差

出
し
候
節
罷
越
間
十
二
月
朔
日
同
郡
村
々
之
者
共
一
時
二
動
揺
致

し
同
郡
大
里
正
田
原
下
村
松
本
彦
太
郎
同
部
原
村
里
正
万
代
登
与

次
右
両
人
居
宅
多
人
数
之
者
乱
暴
致
候
節
嘉
十
郎
義
ハ
相
交
不
居

申
候
得
共
初
度
清
太
郎
－
－
同
意
致
し
多
人
数
相
環
メ
候
処
よ
里
村

々
人
気
立
再
発
暴
動
ニ
お
よ
ひ
候
始
末
不
届
－
一
付
准
流
十
年
可
申

附
哉

備
前
園
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

尾

関

馬

士ロ

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
優
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
〈
中
山
）

申
四
十
一
歳

右
尾
関
馬
吉
義
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